
デジタル紙芝居 脚本 （青空文庫より） 

 

スライドショー開始 

① 「やまなし」  宮沢賢治 

小さな谷川の底を写した二枚の青い幻

燈です。★ 

 

②  （一）五月 ★ 

 

③ 二ひきの蟹の子供らが、青じろい水の底

で話てゐました。★ 

   

銀のいろの腹をひるがへして、一ぴきの

魚が頭の上を過ぎて行きました。★ 

 

魚がまたツウと戻つて下流の方へ行きま

した。 

   

『お魚はなぜあゝ行つたり来たりする

の。』 

『何か悪いことをしてるんだよ、とつて

るんだよ。』★ 

 

④ その時です。青びかりのまるでぎらぎら

する鉄砲弾《だま》のやうなものが、★ 

いきなり飛込んで来ました。 

と思ふうちに、上の方へのぼつたやうで

したが、それつきり、もう青いものも魚

のかたちも見えず、泡はつぶつぶ流れま

した。★ 

   

 お父さんの蟹が出て来ました。 

   

『こはいよ、お父さん。』 

 

『そいつは鳥だよ。かはせみと云ふんだ。

大丈夫だ、安心しろ。おれたちはかまは

ないんだから。』★ 

 

 

 

⑤ （二）十二月 

蟹の子供らは、もうよほど大きくなり、

底の景色も夏から秋の間にすつかり 

変りました。★ 

 

⑥ 蟹の子供らは、あんまり月が明るく水が

きれいなので、しばらくだまつて泡をは

いて天井の方を見てゐました。★ 

  

またお父さんの蟹が出て来ました。★ 

 

⑦ そのとき、トブン。 円い大きなものが、

天井から落ちてずうつとしづんで又、上

へのぼつて行きました。 

 

『あれはやまなしだ、流れて行くぞ、つ

いて行つて見よう、 

あゝいゝ匂《にほ》ひだな』 

  

  『おいしさうだね、お父さん』 

 

『待て待て、もう二日ばかり待つとね、

こいつは下へ沈んで来る、それからひと

りでにおいしいお酒ができるから、  

さあ、もう帰つて寝よう』★ 

    

  親子の蟹《かに》は三疋、自分等の穴

に帰つて行きます。★ 

     

⑧――私の幻燈はこれでおしまひであります。 

 数字はスライド番号 

★はクリックするところ 

 

 

底本：「宮沢賢治全集 8」ちくま文庫、筑摩書房 

     1986（昭和 61）年 1月 28日第 1刷発行 
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